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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のための方法であって、
　ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを介して、前記第１のＵＥによっ
て、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリンクのために構
成されたダウンリンク信号を第２のＵＥに送信することと、前記ダウンリンク信号は、セ
ル固有の基準信号（ＣＲＳ）、同期チャネル（ＳＣＨ）上の１次同期信号（ＰＳＳ）、Ｓ
ＣＨ上の２次同期信号（ＳＳＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上のシス
テム情報、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上のダウンリンクデータ、物理
制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）上の制御情報、物理ダウンリン
ク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上の制御情報、または物理ＨＡＲＱインジケータチャネル
（ＰＨＩＣＨ）上の制御情報を含み、
　前記第１のＵＥで前記第２のＵＥのためのダウンリンク信号を受信することとを含み、
前記ダウンリンク信号は、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダ
ウンリンクのために構成されている、方法。
【請求項２】
　前記第２のＵＥからのアップリンク信号を受信することをさらに備え、前記アップリン
ク信号が前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのアップリンク用に構
成された、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記第２のＵＥと前記通信することが、
　前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースの前記アップリンク用に構成
されたアップリンク信号を送信することと、
をさらに備え、前記ダウンリンク信号が前記ワイヤレスエリアネットワークエアインター
フェースの前記ダウンリンク用に構成された、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のＵＥとワイヤレスノードとの間で情報を中継するために前記ワイヤレスノー
ドと通信することをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ダウンリンク信号を送信し、前記アップリンク信号を受信することによって前記第
２のＵＥと通信するか、前記アップリンク信号を送信し、前記ダウンリンク信号を受信す
ることによってワイヤレスノードと通信するかを決定することをさらに備える、請求項３
に記載の方法。
【請求項６】
　前記決定することは、前記第２のＵＥとの通信が別のＵＥへの干渉を引き起こすかどう
かに基づく、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記決定することは、前記第１のＵＥまたは前記第２のＵＥのどちらが前記通信を開始
したかに基づく、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記通信のための時間または周波数割振りのうちの少なくとも１つを受信することを備
える干渉管理技法を使用することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記割振りが基地局によって実行される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記割振りが事前に予約される、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　発見情報を送信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　他のＵＥから発見情報を受信することをさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　バッテリー電力を温存するために、前記送信することがまれに実行される、請求項１１
に記載の方法。
【請求項１４】
　基地局から他のＵＥの発見情報を受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項１５】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のための方法であって、
　ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを介して、前記第１のＵＥで、前
記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのアップリンクのために構成され
たアップリンク信号を前記第２のＵＥから受信することと、前記アップリンク信号は、物
理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣ
Ｈ）上の制御情報、および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上のアップリン
クデータを含み、
　前記第１のＵＥで前記第２のＵＥのためのダウンリンク信号を受信することとを含み、
前記ダウンリンク信号は、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダ
ウンリンクのために構成されている、方法。
【請求項１６】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のための装置であって、
　ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを介して、前記第１のＵＥによっ
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て、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリンクのために構
成されたダウンリンク信号を第２のＵＥに送信する手段と、前記ダウンリンク信号は、セ
ル固有の基準信号（ＣＲＳ）、同期チャネル（ＳＣＨ）上の１次同期信号（ＰＳＳ）、Ｓ
ＣＨ上の２次同期信号（ＳＳＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上のシス
テム情報、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上のダウンリンクデータ、物理
制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）上の制御情報、物理ダウンリン
ク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上の制御情報、または物理ＨＡＲＱインジケータチャネル
（ＰＨＩＣＨ）上の制御情報を含み、
　前記第１のＵＥで前記第２のＵＥのためのダウンリンク信号を受信する手段とを具備し
、前記ダウンリンク信号は、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースの
ダウンリンクのために構成されている、装置。
【請求項１７】
　前記第２のＵＥからのアップリンク信号を受信する手段をさらに具備し、前記アップリ
ンク信号が前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのアップリンク用に
構成されている、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第２のＵＥと通信するための前記手段が、前記ワイヤレスエリアネットワークエア
インターフェースの前記アップリンク用に構成されたアップリンク信号を送信する手段を
さらに具備する、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第２のＵＥとワイヤレスノードとの間で情報を中継するために前記ワイヤレスノー
ドと通信するための手段をさらに備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ダウンリンク信号を送信し、前記アップリンク信号を受信することによって前記第
２のＵＥと通信するか、前記アップリンク信号を送信し、前記ダウンリンク信号を受信す
ることによってワイヤレスノードと通信するかを決定するための手段をさらに備える、請
求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記決定するための手段は、前記第２のＵＥとの通信が別のＵＥへの干渉を引き起こす
かどうかに基づいて決定する、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記決定するための手段は、前記第１のＵＥまたは前記第２のＵＥのどちらが前記通信
を開始したかに基づいて決定する、請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　干渉管理技法を使用するための手段をさらに備え、前記干渉管理技法が、前記通信のた
めの時間または周波数割振りのうちの少なくとも１つを受信するための手段を備える、請
求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記割振りが基地局によって実行される、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記割振りが事前に予約される、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　発見情報を送信するための手段をさらに備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２７】
　他のＵＥから発見情報を受信するための手段をさらに備える、請求項２６に記載の装置
。
【請求項２８】
　バッテリー電力を温存するために、発見情報を送信するための前記手段がまれに送信す
る、請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】



(4) JP 5384660 B2 2014.1.8

10

20

30

40

50

　基地局から他のＵＥの発見情報を受信するための手段をさらに備える、請求項１６に記
載の装置。
【請求項３０】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のための装置であって、
　ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを介して、前記第１のＵＥで、前
記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのアップリンクのために構成され
たアップリンク信号を前記第２のＵＥから受信する手段と、前記アップリンク信号は、物
理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣ
Ｈ）上の制御情報、および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上のアップリン
クデータを含み、
　前記第１のＵＥで前記第２のＵＥのためのダウンリンク信号を受信する手段とを具備し
、前記ダウンリンク信号は、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースの
ダウンリンクのために構成されている、装置。
【請求項３１】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラムであって、
　前記コンピュータプログラムは、前記第１のユーザ機器に、
　ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを介して、前記第１のＵＥによっ
て、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリンクのために構
成されたダウンリンク信号を第２のＵＥに送信させ、前記ダウンリンク信号は、セル固有
の基準信号（ＣＲＳ）、同期チャネル（ＳＣＨ）上の１次同期信号（ＰＳＳ）、ＳＣＨ上
の２次同期信号（ＳＳＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上のシステム情
報、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上のダウンリンクデータ、物理制御フ
ォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）上の制御情報、物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）上の制御情報、または物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨ
ＩＣＨ）上の制御情報を含み、
　前記第１のＵＥで前記第２のＵＥのためのダウンリンク信号を受信させ、前記ダウンリ
ンク信号は、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリンクの
ために構成されている、
コンピュータプログラム。
【請求項３２】
　前記送信させるためのコードが、前記第２のＵＥからの受信アップリンク信号を処理す
るためのコードをさらに備え、前記アップリンク信号が前記ワイヤレスエリアネットワー
クエアインターフェースのアップリンク用に構成された、請求項３１に記載のコンピュー
タプログラム。
【請求項３３】
　干渉管理技法を使用するためのコードをさらに備え、干渉管理技法が、少なくとも前記
通信のための時間または周波数割振りを受信することを備える、請求項３１に記載のコン
ピュータプログラム。
【請求項３４】
　発見情報を送信するためのコードをさらに備える、請求項３１に記載のコンピュータプ
ログラム。
【請求項３５】
　基地局から他のＵＥの発見情報を受信するためのコードをさらに備える、請求項３１に
記載のコンピュータプログラム。
【請求項３６】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラムであって、
　前記プログラムは、前記第１のＵＥに、
　ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを介して、前記第１のＵＥで、前
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記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのアップリンクのために構成され
たアップリンク信号を前記第２のＵＥから受信させ、前記アップリンク信号は、物理ラン
ダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上
の制御情報、および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上のアップリンクデー
タを含み、
　前記第１のＵＥで前記第２のＵＥのためのダウンリンク信号を受信させることを含み、
前記ダウンリンク信号は、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダ
ウンリンクのために構成されている、コンピュータプログラム。
【請求項３７】
　ピアツーピアワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が第１のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）であり、
　ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを介して、前記第１のＵＥによっ
て、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリンクのために構
成されたダウンリンク信号を第２のＵＥに送信し、前記ダウンリンク信号は、セル固有の
基準信号（ＣＲＳ）、同期チャネル（ＳＣＨ）上の１次同期信号（ＰＳＳ）、ＳＣＨ上の
２次同期信号（ＳＳＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上のシステム情報
、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上のダウンリンクデータ、物理制御フォ
ーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）上の制御情報、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ）上の制御情報、または物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩ
ＣＨ）上の制御情報を含み、
　前記第１のＵＥで前記第２のＵＥのためのダウンリンク信号を受信するように構成され
た処理システムを含み、前記ダウンリンク信号は、前記ワイヤレスエリアネットワークエ
アインターフェースのダウンリンクのために構成されている、
装置。
【請求項３８】
　前記処理システムが、前記第２のＵＥからの受信アップリンク信号を受信するよう構成
され、前記アップリンク信号が前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェース
のアップリンク用に構成された、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記処理システムが、干渉管理技法を使用するようにさらに構成され、前記干渉管理技
法が、前記通信のための時間または周波数割振りのうちの少なくとも１つを受信すること
を備える、請求項３７に記載の装置。
【請求項４０】
　前記処理システムが、発見情報を送信するようにさらに構成された、請求項３７に記載
の装置。
【請求項４１】
　前記処理システムが、基地局から他のＵＥの発見情報を受信するようにさらに構成され
た、請求項３７に記載の装置。
【請求項４２】
　ピアツーピアワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が第１のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）であり、
　ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを介して、前記第１のＵＥで、前
記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのアップリンクのために構成され
たアップリンク信号を前記第２のＵＥから受信し、前記アップリンク信号は、物理ランダ
ムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上の
制御情報、および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上のアップリンクデータ
を含み、
　前記第１のＵＥで前記第２のＵＥのためのダウンリンク信号を受信するように構成され
た処理システムを備え、前記ダウンリンク信号は、前記ワイヤレスエリアネットワークエ
アインターフェースのダウンリンクのために構成されている、装置。



(6) JP 5384660 B2 2014.1.8

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　米国特許法第１１９条（ｅ）項により、本出願は、その内容の全文が参照により本明細
書に組み込まれる、２００８年１１月１９日に出願された米国仮出願第６１／１１６，０
６７号の利益を主張する。
【０００２】
　本開示は、一般にワイヤレス通信デバイスに関し、より詳細には、ワイドエリアネット
ワーク（ＷＡＮ）インターフェースを使用してピアツーピア通信を可能にするためのシス
テムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブロード
キャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。代表的な
ワイヤレス通信システムは、使用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力
）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることができる多元接続シ
ステムとすることができる。そのような多元接続システムの例には、符号分割多元接続（
ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤ
ＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャ
リア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接
続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムがある。これらのシステムは、たとえば、３ＧＰＰ　Ｌ
ｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）など、Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）の仕様に準拠することがで
きる。ＬＴＥは、スペクトル効率の向上、コストの削減、サービスの改善、新規のスペク
トルの利用、および他のオープン標準とのより良い統合のためのＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍ
ｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）モバイ
ル標準の拡張セットである。
【０００４】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のユーザ機器（ＵＥ）のための通信
を同時にサポートすることができる。各ＵＥは、順方向リンクおよび逆方向リンク上の送
信を介して基地局（ＢＳ）と通信することができる。順方向リンク（またはダウンリンク
（ＤＬ））はＢＳからＵＥへの通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリンク（
ＵＬ））はＵＥからＢＳへの通信リンクを指す。ＵＥとＢＳとの間の通信は、単入力単出
力（ＳＩＳＯ）システム、単入力多出力（ＳＩＭＯ）システム、多入力単出力（ＭＩＳＯ
）システム、多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立できる。ピアツーピア（Ｐ
２Ｐ）ワイヤレスネットワーク構成では、ＵＥは他のＵＥと（および／またはＢＳは他の
ＢＳと）通信することができる。
【０００５】
　Ｐ２Ｐシステムでは、２つのＵＥが、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）中のＢＳと
通信することなしに、互いに直接通信することができる。現在のＰ２Ｐシステムは、ＷＡ
Ｎとは異なるエアインターフェースを使用する。Ｐ２ＰデバイスはＷＡＮ通信と干渉する
ことがあり、その逆も同様であるので、ＷＡＮ通信と同じスペクトル中でＰ２Ｐ通信が行
われると、Ｐ２Ｐ通信とＷＡＮ通信とのための異なるエアインターフェースがインターオ
ペラビリティの問題を引き起こすことがある。２つのシステムの数秘学（numerology）が
整合されない場合、干渉は予測不可能であり得る。さらに、ＷＡＮ技術とＰ２Ｐ技術の両
方が可能である既存のデバイスは、２つの異なるエアインターフェースを実装する必要が
あり、そのことが複雑さとコストを増大させる。したがって、Ｐ２Ｐ通信とＷＡＮ通信と
のインターオペラビリティに対処する必要がある。
【発明の概要】
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【０００６】
　本開示の一態様では、第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信の
ための方法は、第２のＵＥと通信することと、第２のＵＥとの通信中にワイヤレスエリア
ネットワークエアインターフェースを使用することとを含む。第２のＵＥと通信すること
は、ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリンク用に構成された
ダウンリンク信号を送信することを含む。
【０００７】
　本開示の一態様では、第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信の
ための方法は、第２のＵＥと通信することと、第２のＵＥとの通信中にワイヤレスエリア
ネットワークエアインターフェースを使用することとを含む。第２のＵＥと通信すること
は、ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのアップリンク用に構成された
受信アップリンク信号を処理することを含む。
【０００８】
　本開示の一態様では、第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信の
ための装置は、第２のＵＥと通信するための手段と、第２のＵＥとの通信中にワイヤレス
エリアネットワークエアインターフェースを使用するための手段とを含む。第２のＵＥと
通信するための手段は、ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリ
ンク用に構成されたダウンリンク信号を送信する。
【０００９】
　本開示の一態様では、第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信の
ための装置は、第２のＵＥと通信するための手段と、第２のＵＥとの通信中にワイヤレス
エリアネットワークエアインターフェースを使用するための手段とを含む。第２のＵＥと
通信するための手段は、ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのアップリ
ンク用に構成された、受信アップリンク信号を処理する。
【００１０】
　本開示の一態様では、第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信の
ためのコンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒体を含む。コンピュータ可読
媒体は、第２のＵＥと通信し、第２のＵＥとの通信中にワイヤレスエリアネットワークエ
アインターフェースを使用するためのコードを含む。第２のＵＥと通信するためのコード
は、ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリンク用に構成された
ダウンリンク信号を送信するためのコードを含む。
【００１１】
　本開示の一態様では、第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信の
ためのコンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒体を含む。コンピュータ可読
媒体は、第２のＵＥと通信し、第２のＵＥとの通信中にワイヤレスエリアネットワークエ
アインターフェースを使用するためのコードを含む。第２のＵＥと通信するためのコード
は、ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのアップリンク用に構成された
受信アップリンク信号を処理するためのコードを含む。
【００１２】
　本開示の一態様では、ピアツーピアワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置
は、第１のユーザ機器（ＵＥ）であり、処理システムを含む。処理システムは、第２のＵ
Ｅと通信し、第２のＵＥとの通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェー
スを使用するように構成される。第２のＵＥと通信するために、処理システムは、ワイヤ
レスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリンク用に構成されたダウンリン
ク信号を送信するように構成される。
【００１３】
　本開示の一態様では、ピアツーピアワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置
は、第１のユーザ機器（ＵＥ）であり、処理システムを含む。処理システムは、第２のＵ
Ｅと通信し、第２のＵＥとの通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェー
スを使用するように構成される。第２のＵＥと通信するために、処理システムは、ワイヤ
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レスエリアネットワークエアインターフェースのアップリンク用に構成された受信アップ
リンク信号を処理するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】一実施形態による多元接続ワイヤレス通信システムを示す図。
【図２】ワイヤレス通信ネットワークの図。
【図３】ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図４】装置のための構成を示すブロック図。
【図５】ＷＡＮ通信を使用したＢＳとの通信およびＰ２Ｐ通信を示す概念図。
【図６Ａ】ＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を示す概念図。
【図６Ｂ】ＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を示す別の概念図。
【図７】リレーとのＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を示す概念図。
【図８】リレーとのＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を示す別の概念図。
【図９】ＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を示す別の概念図。
【図１０】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１１】ワイヤレス通信の方法の別のフローチャート。
【図１２】例示的な装置の機能を示す概念ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下の記述では、説明の目的で、１つまたは複数の実施形態の完全な理解を与えるため
に多数の具体的な詳細を記載する。ただし、そのような（１つまたは複数の）実施形態は
、これらの具体的な詳細なしに実施できることは明らかであろう。他の例では、１つまた
は複数の実施形態の説明を円滑にするために、よく知られている構造およびデバイスをブ
ロック図の形態で示す。
【００１６】
　本出願で使用する「構成要素」、「モジュール」、および「システム」という用語は、
コンピュータ関連のエンティティ、すなわち、ハードウェア、ファームウェア、ハードウ
ェアとソフトウェアの組合せ、ソフトウェア、または実行中のソフトウェアのいずれかを
指すものとする。たとえば、構成要素は、プロセッサ上で実行されるプロセス、プロセッ
サ、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、プログラム、および／またはコン
ピュータとすることができるが、これらに限定されない。例として、コンピューティング
デバイス上で実行されるアプリケーションと、そのコンピューティングデバイスの両方を
構成要素とすることができる。１つまたは複数の構成要素がプロセスおよび／または実行
スレッド内に常駐することができ、１つの構成要素を１つのコンピュータ上に配置し、お
よび／または２つ以上のコンピュータ間に分散することができる。さらに、これらの構成
要素は、様々なデータ構造を記憶している様々なコンピュータ可読媒体から実行すること
ができる。これらの構成要素は、１つまたは複数のデータパケット（たとえば、ローカル
システム、分散システム内、および／または他のシステムを用いるインターネットなどの
ネットワーク全体の中の別の構成要素と信号を介して相互作用する１つの構成要素からの
データ）を有する信号によるなど、ローカルおよび／またはリモートプロセスを介して通
信することができる。
【００１７】
　さらに、本明細書では、様々な実施形態について、ＵＥに関して説明する。ＵＥは、モ
バイルデバイス、システム、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、リモート局
、リモート端末、アクセス端末、ユーザ端末、端末、ワイヤレス通信デバイス、ユーザエ
ージェント、ユーザデバイス、またはデバイスと呼ばれることもある。本明細書では、様
々な実施形態について、基地局に関して説明する。ＢＳは、ＵＥと通信するために利用で
き、アクセスポイント、ノードＢ、進化型ノードＢ（ｅノードＢもしくはｅＮＢ）、送受
信基地局（ＢＴＳ）、または何らかの他の用語で呼ばれることもある。
【００１８】
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　さらに、本明細書で説明する様々な態様または特徴は、標準のプログラミングおよび／
またはエンジニアリング技法を使用した方法、装置、または製造品として実装できる。本
明細書で使用する「製造品」という用語は、任意の機械可読デバイス、キャリア、または
媒体からアクセス可能なコンピュータプログラムを包含するものとする。機械可読媒体は
、磁気ストレージデバイス（たとえば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディス
ク、磁気ストリップ）、光ディスク（たとえば、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタル
多用途ディスク（ＤＶＤ））、スマートカード、フラッシュメモリデバイス（たとえば、
ＥＰＲＯＭ、カード、スティック、キードライブ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ
（ＥＰＲＯＭ）、レジスタ、リムーバブルディスク、搬送波、伝送線路、他の何らかの適
切な記憶デバイス、または命令を送信することができる他の何らかの装置または手段を含
むことができるが、これらに限定されない。
【００１９】
　本明細書で説明する技法は、ＤＬ、ＵＬ、または両方に適用できる。さらに、本明細書
で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、およびＳＣ－ＦＤＭＡ
など、様々なワイヤレス通信システムに使用できる。「システム」および「ネットワーク
」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）またはＣＤＭＡ２
０００などの無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎｄ－ＣＤＭ
Ａ（Ｗ－ＣＤＭＡ）、およびＴＤ－ＳＣＤＭＡなど、ＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＣＤ
ＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。
ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕ
ｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装することができる。Ｏ
ＦＤＭＡシステムは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、またはＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭな
どの無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）
の一部である。周波数分割複信（ＦＤＤ）モードと時分割複信（ＴＤＤ）モードの両方に
おける３ＧＰＰ　ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲ
Ａを使用するリリースであり、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを採用し、アップリンク上
ではＳＣ－ＦＤＭＡを採用し、より多くのユーザおよびより高いデータレートをサポート
するための多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を採用する。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ
、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰという組織からの文書に記載されている。
ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈ
ｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２（３ＧＰＰ２）という組織からの文書に記載されている。
【００２０】
　次に図１を参照すると、ワイヤレス通信システム１００が示されている。システム１０
０は、複数のアンテナグループを含むことができるＢＳ１０２を含む。たとえば、１つの
アンテナグループはアンテナ１０４および１０６を含み、別のグループはアンテナ１０８
および１１０を含み、さらなるグループはアンテナ１１２および１１４を含むことができ
る。アンテナグループごとに２つのアンテナが示されている。しかしながら、グループご
とにより多いまたはより少ないアンテナを利用することができる。ＢＳ１０２は、さらに
、送信機チェーンおよび受信機チェーンを含むことができ、送信機チェーンおよび受信機
チェーンの各々は、当業者なら諒解するように、信号送信および受信に関連付けられる複
数の構成要素（たとえば、プロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマルチプレ
クサ、アンテナ）を含むことができる。
【００２１】
　ＢＳ１０２は、ＵＥ１１６およびＵＥ１２６などの１つまたは複数のＵＥと通信するこ
とができる。ただし、基地局１０２は、ＵＥ１１６および１２６と同様の実質的にいかな
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る数のＵＥとも通信することができることを諒解されたい。ＵＥ１１６および１２６は、
たとえば、セルラー電話、スマートフォン、ラップトップ、ハンドヘルド通信デバイス、
ハンドヘルドコンピューティングデバイス、衛星ラジオ、全地球測位システム、ＰＤＡ、
および／またはワイヤレス通信システム１００を介して通信するための他の何らかの適切
なデバイスとすることができる。図示のように、ＵＥ１１６はアンテナ１１２および１１
４と通信している。アンテナ１１２および１１４は、順方向リンク１１８を介してＵＥ１
１６に情報を送信し、逆方向リンク１２０を介してＵＥ１１６から情報を受信する。周波
数分割複信（ＦＤＤ）システムでは、順方向リンク１１８は、たとえば、逆方向リンク１
２０によって使用される周波数帯域とは異なる周波数帯域を利用することができる。さら
に、時分割複信（ＴＤＤ）システムでは、順方向リンク１１８および逆方向リンク１２０
は共通の周波数を利用することができる。
【００２２】
　アンテナの各グループおよび／またはそれらが通信するように指定されたエリアを、Ｂ
Ｓ１０２のセクタと呼ぶことができる。たとえば、ＢＳ１０２によってカバーされるエリ
アのセクタ内のＵＥと通信するようにアンテナグループを設計することができる。順方向
リンク１１８を介した通信では、ＢＳ１０２の送信アンテナは、ＵＥ１１６のための順方
向リンク１１８の信号対雑音比（ＳＮＲ）を向上させるためにビームフォーミングを利用
することができる。ＢＳ１０２が、関連するカバレージ中にランダムに散在するＵＥ１１
６に送信するためにビームフォーミングを利用する間、ＢＳが単一のアンテナを介してＢ
Ｓと通信しているすべてのＵＥに送信する場合と比較して、隣接セル中のＵＥは干渉を受
けにくくなる。ＵＥ１１６および１２６はまた、ピアツーピアまたはアドホック技術を使
用して互いに直接通信することができる。
【００２３】
　図１に示すように、ＢＳ１０２は、バックホールリンク接続を介してサービスプロバイ
ダのネットワークなどのネットワーク１２２と通信することができる。フェムトセル１２
４を設けて、（上記で説明したように順方向リンク１１８および逆方向リンク１２０と同
様の）順方向リンク１２８および逆方向リンク１３０を介してＵＥ１２６と通信すること
を可能にすることができる。フェムトセル１２４は、ＢＳ１０２とほとんど同じであるが
、より小規模に、１つまたは複数のＵＥ１２６へのアクセスを与えることができる。フェ
ムトセル１２４は、住居、事業所、および／または他の近距離環境において構成できる。
フェムトセル１２４は、ブロードバンドインターネット接続（たとえば、Ｔ１／Ｔ３、デ
ジタル加入者回線（ＤＳＬ）、ケーブル）を介することができるバックホールリンク接続
を利用してネットワーク１２２に接続することができる。
【００２４】
　図２に、いくつかのＵＥをサポートするように構成されたワイヤレス通信ネットワーク
２００を示す。システム２００は、たとえば、マクロセル２０２Ａ～２０２Ｇなど、複数
のセルの通信を可能にし、各セルは、対応するＢＳ２０４Ａ～２０４Ｇによってサービス
される。ＵＥ２０６Ａ～２０６Ｉは、ワイヤレス通信システム２００全体にわたって様々
なロケーションに分散して示されている。各ＵＥ２０６Ａ～２０６Ｉは、説明したように
、順方向リンクおよび／または逆方向リンク上で１つまたは複数のＢＳ２０４Ａ～２０４
Ｇと通信することができる。さらに、フェムトセル２０８Ａ～２０８Ｃが示されている。
ＵＥ２０６Ａ～２０６Ｉは、さらに、フェムトセル２０８Ａ～２０８Ｃと通信することが
できる。ワイヤレス通信システム２００は広い地理的領域にわたってサービスを提供する
ことができ、マクロセル２０２Ａ～２０２Ｇは広いエリアをカバーし、フェムトセル２０
８Ａ～２０８Ｃは住居およびオフィスビルなどのエリア中でサービスを提供する。ＵＥ２
０６Ａ～２０６Ｉは、無線でおよび／またはバックホール接続を介してＢＳ２０４Ａ～２
０４Ｇおよび／またはフェムトセル２０８Ａ～２０８Ｃとの接続を確立することができる
。
【００２５】
　図３は、ワイヤレス通信システム３００のブロック図である。ワイヤレス通信システム
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３００は、ＵＥ３５０と通信しているＢＳ３１０のためのブロック図を示す。ＢＳ３１０
において、いくつかのデータストリームのためのトラフィックデータがデータソース３１
２から送信（ＴＸ）データプロセッサ３１４に供給される。ＴＸデータプロセッサ３１４
は、トラフィックデータストリーム用に選択された特定の符号化方式に基づいて、そのデ
ータストリームをフォーマットし、符号化し、インターリーブして、符号化データを与え
る。
【００２６】
　ＴＸデータプロセッサ３１４は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）技法を使用して各デ
ータストリームのための符号化データをパイロットデータ３４０と多重化することができ
る。追加または代替として、パイロットシンボルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分
割多重化（ＴＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ）できる。パイロットデータ３４０
は、一般に、知られている方法で処理される知られているデータパターンであり、チャネ
ル応答を推定するためにＵＥ３５０において使用できる。ＴＸデータプロセッサ３１４は
、各データストリームのための多重化されたパイロットおよび符号化データを、そのデー
タストリーム用に選択された特定の変調方式（たとえば、２値位相シフトキーイング（Ｂ
ＰＳＫ）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移キーイング（Ｍ－ＰＳＫ）
、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて変調して、変調シンボルを供給すること
ができる。各データストリームのためのデータレート、符号化、および変調は、プロセッ
サ３３０によって実行または供給される命令によって判断できる。
【００２７】
　ＭＩＭＯ通信をサポートするＢＳ３１０では、データストリームのための変調シンボル
は、（たとえば、ＯＦＤＭ用に）変調シンボルの空間処理を行うＴＸ　ＭＩＭＯプロセッ
サ３２０に供給できる。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３２０は、次いで、ｎ個の変調シンボ
ルストリーム（または空間ストリーム）をｎ個の送信機（ＴＭＴＲ）３２２ＴＸ１～３２
２ＴＸｎに供給する。
【００２８】
　各送信機３２２ＴＸは、それぞれのシンボルストリームを受信し、処理して、１つまた
は複数のアナログ信号を供給し、さらに、それらのアナログ信号を調整（たとえば、増幅
、フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介した送信に適し
た変調信号を供給する。さらに、送信機３２２ＴＸからのｎ個の変調信号は、それぞれｎ
個のアンテナ３２４Ａ１～３２４Ａｎから送信される。
【００２９】
　ＵＥ３５０では、送信された変調信号はｍ個のアンテナ３５２Ａ１～３５２Ａｍによっ
て受信され、各アンテナ３５２からの受信信号はそれぞれの受信機（ＲＣＶＲ）３５４Ｒ
Ｘ１～３５４ＲＸｍに供給される。各受信機３５４ＲＸは、それぞれの信号を調整（たと
えば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し、調整された信号をデジタル化
してサンプルを与え、さらに、それらのサンプルを処理して対応する「受信」シンボルス
トリームを与える。
【００３０】
　ＲＸデータプロセッサ３６０は、特定の受信機処理技法に基づいてｍ個の受信機３５４
からｍ個の受信シンボルストリームを受信し、処理して、ｎ個の「検出」シンボルストリ
ームを与えることができる。ＲＸデータプロセッサ３６０は、各検出シンボルストリーム
を復調し、デインタリーブし、復号して、データストリームのトラフィックデータを復元
することができる。ＲＸデータプロセッサ３６０による処理は、ＢＳ３１０におけるＴＸ
　ＭＩＭＯプロセッサ３２０とＴＸデータプロセッサ３１４とによって実行される処理を
補足するものである。
【００３１】
　プロセッサ３７０は逆方向リンクメッセージを作成することができる。逆方向リンクメ
ッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリームに関する様々なタイプの情
報を含むことができる。逆方向リンクメッセージは、データソース３３６からいくつかの
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データストリームのためのトラフィックデータをも受信するＴＸデータプロセッサ３３８
によって処理され、変調され、さらに、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３８０によって処理さ
れ、送信機３５４ＴＸによって調整され、ＢＳ３１０に返信される。
【００３２】
　ＲＸデータプロセッサ３６０によって生成されるチャネル応答推定は、受信機において
空間または時間処理を実行する、電力レベルを調整する、変調レートまたは方式を変更す
る、あるいは他の動作を実行するために使用できる。ＲＸデータプロセッサ３６０は、さ
らに、検出シンボルストリームの信号対雑音干渉比（ＳＮＲ）、および場合によっては他
のチャネル特性を推定することができ、これらの量をプロセッサ３７０に供給する。さら
に、ＲＸデータプロセッサ３６０またはプロセッサ３７０は、システムに関する「動作」
ＳＮＲの推定をさらに導出することができる。プロセッサ３７０は、次いで、通信リンク
および／または受信データストリームに関する様々なタイプの情報を備えることができる
チャネル状態情報（ＣＳＩ）を与える。たとえば、ＣＳＩは、動作ＳＮＲのみを備えるこ
とができる。他の実施形態では、ＣＳＩは、１つまたは複数のチャネル状態を示す数値と
することができるチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を備えることができる。ＣＳＩは
、次いで、ＴＸデータプロセッサ３３８によって処理され、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３
８０によって空間処理され、送信機３５４ＴＸ１～３５４ＴＸｍによって調整され、ＢＳ
３１０に返信される。
【００３３】
　ＢＳ３１０において、ＵＥ３５０からの変調信号は、アンテナ３２４によって受信され
、受信機３２２ＲＸによって調整され、ＲＸデータプロセッサ３４２によって復調および
処理されて、ＵＥ３５０によって送信された逆方向リンクメッセージが抽出される。
【００３４】
　プロセッサ３３０および３７０は、それぞれＢＳ３１０およびＵＥ３５０における動作
を指示（たとえば、制御、調整、管理）することができる。それぞれのプロセッサ３３０
および３７０は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ３３２および３７２に関
連付けることができる。プロセッサ３３０および３７０はまた、それぞれアップリンクお
よびダウンリンクについて周波数推定値とインパルス応答推定値とを導出するための計算
を実行することができる。
【００３５】
　図４は、例示的な装置のハードウェア構成を示す概念ブロック図である。ＵＥである装
置４００は、ワイヤレスインターフェース４０２と、コンピュータ可読媒体４０６と、ワ
イヤレスインターフェース４０２およびコンピュータ可読媒体４０６に結合された処理シ
ステム４０４とを含むことができる。
【００３６】
　ワイヤレスインターフェース４０２は、装置４００がＷＡＮ通信を使用して、ＢＳとし
て、ＵＥとして、または両方として動作することを可能にするために、ＵＬ送信機４０８
と、ＤＬ受信機４１０と、ＤＬ送信機４１２と、ＵＬ受信機４１４とを含む。ＵＬ送信機
４０８およびＤＬ受信機４１０は、装置４００がＷＡＮ通信においてＵＥとして動作する
ことを可能にする。ＤＬ送信機４１２およびＵＬ受信機４１４は、装置４００がＷＡＮ通
信においてＢＳとして動作することを可能にする。したがって、装置４００がＢＳと通信
しているとき、装置４００は、ＢＳとのＷＡＮ通信においてＵＥとして動作し、ＷＡＮ通
信においてＵＬ送信機４０８およびＤＬ受信機４１０を利用する。さらに、装置４００が
Ｐ２Ｐ通信において別のＵＥと通信する場合、装置４００は、装置４００がＰ２Ｐ　ＷＡ
Ｎ通信のＵＥとして動作しているとき、ＵＬ送信機４０８およびＤＬ受信機４１０を利用
し、装置４００がＰ２Ｐ　ＷＡＮ通信のＢＳとして動作しているとき、ＤＬ送信機４１２
およびＵＬ受信機４１４を利用する。装置４００が第１のＷＡＮ通信においてＵＥとして
動作し、第２のＷＡＮ通信においてＢＳとして動作している場合、装置４００は送信機／
受信機の両方のセットを利用することができる。そのようなシナリオでは、周波数帯域が
重複している（または干渉を引き起こすのに十分に近い）場合、装置４００は２つの動作
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モードの間で時分割多重（ＴＤＭ）を使用する。しかしながら、第１のＷＡＮ通信と第２
のＷＡＮ通信とが異なる周波数帯域にある場合、装置４００は送信機／受信機の両方のセ
ットを同時に利用することができる。ワイヤレスインターフェース４０２は別個のエンテ
ィティとして示されている。しかしながら、当業者なら容易に諒解するように、ワイヤレ
スインターフェース４０２またはその任意の部分は、処理システム４０４に統合すること
も、装置４００内の複数のエンティティにわたって分散することもできる。
【００３７】
　処理システム４０４は１つまたは複数のプロセッサを含むことができる。１つまたは複
数のプロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブ
ル論理デバイス（ＰＬＤ）、コントローラ、状態機械、ゲートロジック、個別ハードウェ
ア構成要素、あるいは情報の計算または他の操作を実行することができる任意の他の好適
なエンティティの任意の組合せを用いて実装できる。
【００３８】
　コンピュータ可読媒体４０６は、処理システム４０４の機能を実行するためのコードを
含む。すなわち、コンピュータ可読媒体４０６はソフトウェアを記憶する。ソフトウェア
は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈されたい。命令
は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行コード形式、または他の
適切なコード形式の）コードを含むことができる。命令は、１つまたは複数のプロセッサ
によって実行されると、以下で説明する様々な機能ならびに他のプロトコル処理機能を処
理システム４０４に実行させる。
【００３９】
　コンピュータ可読媒体４０６は別個のエンティティとして示されている。しかしながら
、当業者なら容易に諒解するように、コンピュータ可読媒体４０６またはその任意の部分
は処理システム４０４に統合できる。したがって、処理システム４０４は、ソフトウェア
を記憶するためのコンピュータ可読媒体４０６を含むことができる。代替的に、コンピュ
ータ可読媒体４０６は、装置４００内の複数のエンティティにわたって分散できる。
【００４０】
　一構成では、装置４００は、コンピュータプログラム製品であり得、コンピュータ可読
媒体４０６を含むことができる。コンピュータ可読媒体４０６は、ランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブル読取り
専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、レジスタ、ハードディスク
、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、または他の適切な記憶デバイスなど、
処理システム４０４の外部の記憶装置であり得る。コンピュータ可読媒体４０６は機械可
読媒体とも呼ばれる。機械可読媒体は、データ信号を符号化する伝送線路または搬送波を
含むことができる。当業者なら、どのようにしたら処理システムの説明した機能を最も良
く実装することができるかを認識されよう。
【００４１】
　図５は、ＷＡＮ通信を使用してＢＳ１０２と通信し、ＵＥ５０４とＰ２Ｐ通信している
ＵＥ５０２を示す概念図５００である。図５に示すように、ＵＥ５０２は、ＷＡＮ通信を
使用してＵＥ５０４とＰ２Ｐ通信し、またＷＡＮ通信を使用してＢＳ１０２と通信してい
る。ＵＥ５０４との通信に関して、ＵＥ５０２は、ＷＡＮ通信のＢＳとして動作しており
、したがって、ＤＬ送信機４１２を通して信号をＵＥ５０４に送信し、ＵＥ５０４からＵ
Ｌ受信機４１４を通して信号を受信する。ＢＳ１０２との通信に関して、ＵＥ５０２は、
ＷＡＮ通信のＵＥとして動作しており、したがって、ＵＬ送信機４０８を通して信号をＢ
Ｓ１０２に送信し、ＢＳ１０２からＤＬ受信機４１０を通して信号を受信する。したがっ
て、ＵＥ５０２はＵＥとＢＳの両方として動作するように構成される。周波数帯域が重複
する場合、ＵＥ５０２は、ＵＥとＢＳの２つの動作モードの間でＴＤＭを使用することが
できる。ＷＡＮ通信の周波数帯域が重複しない場合、ＵＥ５０２はＢＳ１０２およびＵＥ
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５０４と同時に通信することができる。ＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を実行すること
が可能なＵＥ５０２では、ＵＥ５０２は、ＢＳおよび他のＵＥと通信するために１つエア
インターフェースのみを実装すればよく、したがって、上述の、ＷＡＮ通信と同じスペク
トル中でＰ２Ｐ通信が行われるときのインターオペラビリティの問題に対処する。
【００４２】
　ＵＥがＢＳとして動作するように構成されるとき、ＵＥは、一般にｅノードＢによって
送信された信号／情報のうちの１つまたは複数を送信するように構成される。たとえば、
ＵＥは、セル固有の基準信号（ＣＲＳ）と、同期チャネル（ＳＣＨ）上の１次同期信号（
ＰＳＳ）および２次同期信号（ＳＳＳ）と、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）
上のシステム情報と、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上のＤＬデータと、
物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ）、および物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）上の制
御情報とを送信することができる。一構成では、ＵＥがピアツーピアモードに入るように
要請されるまで、ＵＥは発見のためのＰＳＳ／ＳＳＳのみを送信することができる。別の
構成では、ＵＥがアイドルモードにある間、ＵＥは前述のチャネルの実質的にすべてを送
信することができる。ＵＥはまた、アクセスプローブを受信し、物理ランダムアクセスチ
ャネル（ＰＲＡＣＨ）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、および物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上の情報を処理することができる。たとえば、ＵＥ
は、ＰＵＣＣＨ上の制御情報を処理することができ、制御情報は、チャネル品質指示（Ｃ
ＱＩ）フィードバックと、スケジューリング要求（ＳＲ）と、Ａｃｋ／Ｎａｃｋメッセー
ジとを含む。ＵＥはまた、ＰＵＳＣＨ上のＵＬデータを処理することができる。
【００４３】
　図６Ａは、ＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を示す概念図６００である。図６Ａに示す
ように、ＵＥ６０２は、ＷＡＮ通信を使用してＵＥ６０４およびＵＥ６０６とＰ２Ｐ通信
している。ＵＥ６０４とのＰ２Ｐ通信では、ＵＥ６０２はＵＥ６０４からＵＬ上で信号を
受信し、信号をＤＬ上でＵＥ６０４に送信するので、ＵＥ６０２はＢＳとして働いている
。ＵＥ６０６とのＰ２Ｐ通信では、ＵＥ６０２は、それ自体がＢＳとして働いているＵＥ
６０６からＤＬ上で信号を受信し、信号をＵＬ上でＵＥ６０６に送信するので、ＵＥ６０
２はＵＥとして働いている。したがって、ＵＥ６０２は、そのＰ２Ｐ通信のＵＥおよびＢ
Ｓの両方として動作するように構成され、ＵＥとして動作するときはＵＬ送信機４０８お
よびＤＬ受信機４１０を利用し、ＢＳとして動作するときはＤＬ送信機４１２およびＵＬ
受信機４１４を利用する。ＷＡＮ通信の周波数帯域が重複する場合、ＵＥ６０２は、ＵＥ
６０４とのＷＡＮ通信のＢＳとしての動作と、ＵＥ６０６とのＷＡＮ通信のＵＥとしての
動作との間でＴＤＭを使用する。
【００４４】
　図６Ｂは、ＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を示す概念図６５０である。図６Ｂに示す
ように、ＵＥ６０２は、ＷＡＮ通信を使用してＵＥ６０４およびＵＥ６０６とＰ２Ｐ通信
している。ＵＥ６０４とのＰ２Ｐ通信では、ＵＥ６０２は、それ自体がＵＥとして働いて
いるＵＥ６０４からＵＬ上で信号を受信し、信号をＤＬ上でＵＥ６０４に送信するので、
ＵＥ６０２はＢＳとして働いている。ＵＥ６０６とのＰ２Ｐ通信では、ＵＥ６０２は、そ
れ自体がＵＥとして働いているＵＥ６０６からＵＬ上で信号を受信し、信号をＤＬ上でＵ
Ｅ６０６に送信するので、ＵＥ６０２はＢＳとして働いている。したがって、ＵＥ６０２
は、そのＰ２Ｐ通信のＢＳとして動作するように構成され、ＵＥ６０４およびＵＥ６０６
とのＰ２Ｐ　ＷＡＮ通信のためにＤＬ送信機４１２およびＵＬ受信機４１４を利用する。
そのような構成では、ＵＥ６０２は、ＷＡＮ通信の各々について重複しない周波数レンジ
を割り当てるために周波数分割多重（ＦＤＭ）を使用して、ＵＥ６０４およびＵＥ６０６
と同時に通信することができる。
【００４５】
　図７は、リレーとのＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を示す概念図７００である。図７
に示すように、ＵＥ７０４は、ＵＥ７０２とのＰ２Ｐ　ＷＡＮ通信においてＢＳとして働
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き、ＵＥ７０２から情報を受信するためにＵＬ受信機４１４を利用し、ＢＳ１０２からの
情報をＵＥ７０２に送信するためにＤＬ送信機４１２を利用する。ＵＥ７０４は、ＵＥ７
０２とＢＳ１０２との間で情報を中継し、ＢＳ１０２とのＷＡＮ通信のためにＵＬ送信機
４０８およびＤＬ受信機４１０を利用する。ＷＡＮ通信の周波数帯域が重複すると仮定す
ると、ＵＥ７０４は、ＵＥ７０２とのＰ２Ｐ　ＷＡＮ通信のＢＳとしての動作と、ＢＳ１
０２とのＷＡＮ通信のＵＥとしての動作との間でＴＤＭを使用する。
【００４６】
　図８は、リレーとのＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を示す別の概念図８００である。
図８に示すように、ＵＥ８０２およびＵＥ８０６との間で情報を中継しているＵＥ８０４
は、ＵＥ８０６とのＷＡＮ通信に関してＢＳとして働き、それ自体がＢＳとして動作して
いるＵＥ８０２とのＷＡＮ通信に関してＵＥとして働くことができる。そのような構成で
は、ＷＡＮ通信のための周波数帯域が重複する場合、ＵＥ８０４は２つの動作モードの間
でＴＤＭを使用する。
【００４７】
　図９は、ＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を示す別の概念図９００である。２つのＵＥ
がＷＡＮ通信を使用したＰ２Ｐ通信を始めるとき、一方のＵＥはＵＥとして働き、別のＵ
ＥはＢＳとして働かなければならない。一構成では、他方のＵＥとの通信を試みる第１の
ＵＥはＵＥとして働き、他方のＵＥはＢＳとして働くことができる。別の構成では、他方
のＵＥとの通信を試みる第１のＵＥはＢＳとして働き、他方のＵＥはＵＥとして働くこと
ができる。別の構成では、ＵＥとして働くべきか、ＢＳとして働くべきかに関する選択は
、Ｐ２Ｐリンクが引き起こすであろう干渉状態に依存する。たとえば、ＵＥ９０２が、Ｕ
Ｅとして働いているＵＥ９０４に極めて近く、ＢＳ９０８からＤＬ上で受信している場合
、ＵＥ９０２もＵＥとして働き、ＵＬ上でＵＥ９０６に送信することができる。すなわち
、ＵＥ９０２は、すぐ近くにあるＵＥ９０４がＤＬ帯域幅上で受信しているので、ＵＬ帯
域幅上で送信することを選択する。ＵＥ９０２が代わりにＤＬ帯域幅上で送信することを
選択した場合、ＵＥ９０２による送信は、ＵＥ９０４がＤＬ帯域幅上で受信しているＢＳ
９０８からの信号の受信に干渉を引き起こすであろう。そのような構成は、周波数再利用
方式を実装することと同様である。
【００４８】
　Ｐ２Ｐ通信は、ＵＥのサービングｅノードＢ（またはＰ２ＰコンテキストにおけるＵＥ
）からの受信電力が、その支配的干渉物の受信電力よりもはるかに低くなり得る支配的干
渉状態を引き起こすことがある。第１のＵＥがＤＬ周波数帯域中でピアツーピア様式で第
２のＵＥに送信を開始し、第１のＵＥに近い第３のＵＥがそのマクロｅノードＢからＤＬ
送信を受信しているとき、第３のＵＥにそのような干渉が発生することがある。同様に、
第１のＵＥがＵＬ周波数帯域中で第２のＵＥからＰ２Ｐ通信を受信することを試み、第１
のＵＥに近い第３のＵＥがそのマクロｅノードＢに（そのマクロｅノードＢが遠く離れて
いるので、潜在的にはるかに高い電力で）送信しているとき、第１のＵＥにそのような干
渉が発生することがある。Ｐ２Ｐ通信は支配的干渉状態を引き起こすことがあるので、そ
のような干渉問題を解決するために使用される技法を使用することができる。一構成では
、ＷＡＮ　ＵＬまたはＤＬ帯域幅の一部である帯域幅をＰ２Ｐ通信のために使用すること
ができる。帯域幅を予約するために、ＷＡＮ固有のシグナリング機構（ＬＴＥにおけるス
ケジューリング要求など）を使用することができる。代替的に、たとえば、ＬＴＥにおい
てマルチキャストブロードキャストシングル周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）モードを
使用して、ある帯域幅を事前に予約することができる。
【００４９】
　ＵＥは、発見パイロットを送信するために、ＷＡＮ　ＵＬまたはＤＬスペクトルの一部
を利用することができる。ＵＥは、ある時間にこれらのパイロットを送信し、他の時間に
それらを受信するために離調することができる。パイロットの波形は、ＢＳによって送信
されたパイロット（たとえば、ＬＴＥにおける１次同期信号（ＰＳＳ）および２次同期信
号（ＳＳＳ））と同じであり得るが、ＵＥのバッテリー電力消費量を低減するのを助ける
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ために、はるかに低い周期性で送信され得る。すべてのＵＥが常にパイロットを送信する
必要はない。ＵＥリレー適用例では、アクティブＵＥのみが（たとえば、ＵＬ上で）パイ
ロットを送信することができる。アイドルＵＥは、アクティブＵＥのパイロットを監視す
ることができ、それらが、アクティブＵＥがより良好な容量を達成するのを助けることが
できると判断し、それに応じてＢＳまたはアクティブＵＥに通知することができる。
【００５０】
　図１０は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１０００である。本方法は、第２の
ＵＥと通信すること（１００２）と、第２のＵＥとの通信中にワイヤレスエリアネットワ
ークエアインターフェースを使用すること（１００４）とを含む。第２のＵＥと通信する
ことは、ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリンク用に構成さ
れたダウンリンク信号を送信することを含む（１００４）。本方法は、セル固有の基準信
号（ＣＲＳ）、同期チャネル（ＳＣＨ）上の１次同期信号（ＰＳＳ）、ＳＣＨ上の２次同
期信号（ＳＳＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上のシステム情報、物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上のダウンリンクデータ、物理制御フォーマッ
トインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）上の制御情報、物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）上の制御情報、または物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）
上の制御情報のうちの少なくとも１つを送信することによってダウンリンク信号を送信す
ること（１００６）をさらに含むことができる。さらに、本方法は、第２のＵＥからの受
信アップリンク信号を処理することによって第２のＵＥと通信すること（１００８）をさ
らに含むことができる。アップリンク信号は、ワイヤレスエリアネットワークエアインタ
ーフェースのアップリンク用に構成される。
【００５１】
　図１１は、ワイヤレス通信の方法の別のフローチャート１１００である。本方法は、ワ
イヤレスエリアネットワークエアインターフェースのアップリンク用に構成されたアップ
リンク信号を送信することと、第２のＵＥからの受信ダウンリンク信号を処理することと
によって第２のＵＥと通信すること（１１０２）をさらに含むことができる。ダウンリン
ク信号は、ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのダウンリンク用に構成
される（１１０２）。本方法は、第２のＵＥとワイヤレスノードとの間で情報を中継する
ためにワイヤレスノードと通信すること（１１０４）をさらに含むことができる。さらに
、本方法は、ダウンリンク信号を送信し、アップリンク信号を受信することによって第２
のＵＥと通信するか、アップリンク信号を送信し、ダウンリンク信号を受信することによ
って第２のＵＥと通信するかを決定すること（１１０６）をさらに含むことができる。さ
らに、本方法は、通信のための時間または周波数割振りのうちの少なくとも１つを受信す
ることなどの干渉管理技法を使用すること（１１０８）を含むことができる。本方法によ
れば、ＵＥは、発見情報を送信し、他のＵＥから発見情報を受信し、および／または基地
局から他のＵＥの発見情報を受信することができる（１１１０）。
【００５２】
　図１２は、例示的なＵＥ装置４００の機能を示す概念ブロック図１２００である。装置
４００は、第２のＵＥと通信するように構成されたモジュール１２０２を含む。装置４０
０は、第２のＵＥとの通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを使
用するように構成されたモジュール１２０４をさらに含む（１２０４）。第２のＵＥとの
通信は、ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースのＤＬ用に構成されたＤＬ
信号を送信することを含む（１２０４）。一構成では、ワイヤレスエリアネットワークエ
アインターフェースはワイヤレスワイドエリアネットワーク（ワイヤレスＷＡＮまたはＷ
ＷＡＮ）エアインターフェースである。ＷＡＮエアインターフェースは、（１）対スペク
トルにおけるＦＤＤ　ＬＴＥ、（２）不対スペクトルにおけるＴＤＤ　ＬＴＥ、または（
３）対スペクトルのＵＬ帯域におけるＴＤＤ　ＬＴＥであり得る。装置４００は、第２の
ＵＥからの受信ＵＬ信号を処理することによって第２のＵＥと通信するように構成された
モジュール１２０６をさらに含むことができる（１２０６）。ＵＬ信号は、ワイヤレスエ
リアネットワークエアインターフェースのＵＬ用に構成される（１２０６）。装置４００
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は、第２のＵＥとワイヤレスノードとの間で情報を中継するためにワイヤレスノードと通
信するように構成できる。装置４００は、第２のＵＥとの通信が別のＵＥへの干渉を引き
起こすかどうかに基づいて、ＢＳとして動作すべきかＵＥとして動作すべきかを決定する
ことができる。代替的に、装置４００は、第１のＵＥまたは第２のＵＥのどちらが通信を
開始したかに基づいて、ＢＳとして動作すべきかＵＥとして動作すべきかを決定すること
ができる。一構成では、装置４００は、通信のための時間および／または周波数割振りを
受信することなどの干渉管理技法を使用するように構成される。通信のための割振りはＢ
Ｓによって実行できる。代替的に、通信のための割振りは事前に予約できる。装置４００
は、発見情報を送信し、他のＵＥから発見情報を受信するようにさらに構成できる。装置
４００は、バッテリー電力を温存するために、発見情報をまれに送信するように構成でき
る。装置４００は、ＢＳから他のＵＥの発見情報を受信するようにさらに構成できる。
【００５３】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置４００は、第２のＵＥと通信するための手段
と、第２のＵＥとの通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを使用
するための手段とを含む。第２のＵＥと通信するための手段は、ワイヤレスエリアネット
ワークエアインターフェースのダウンリンク用に構成されたダウンリンク信号を送信する
。別の構成では、装置４００は、第２のＵＥと通信するための手段と、第２のＵＥとの通
信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースを使用するための手段とを含
む。第２のＵＥと通信するための手段は、ワイヤレスエリアネットワークエアインターフ
ェースのアップリンク用に構成された、受信アップリンク信号を処理する。上述の手段は
、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された処理システム４０４で
ある。
【００５４】
　前述の説明は、いかなる当業者でも本開示の全範囲を完全に理解することができるよう
に提供した。本明細書で開示する様々な構成への変更は当業者には容易に明らかであろう
。したがって、特許請求の範囲は、本明細書で説明した本開示の様々な態様に限定される
ものではなく、特許請求の言い回しに矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、単数形
の要素への言及は、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するもので
はなく、「１つまたは複数の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「
いくつかの」という語は「１つまたは複数の」を表す。要素の組合せのうちの少なくとも
１つ（たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」）を具陳する請求項は、
具陳された要素のうちの１つまたは複数（たとえば、Ａ、またはＢ、またはＣ、またはそ
れらの組合せ）を表す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示
全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照
により本明細書に明白に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、
本明細書に開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳さ
れているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、そ
の要素が「手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、または方法クレー
ムの場合には、その要素が「ステップ」という語句を使用して具陳されていない限り、米
国特許法第１１２条第６項の規定の下で解釈されるべきではない。
　以下の記載は、出願当初の特許請求の範囲の記載と実質的に一致するものである。
　　［１］
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のための方法であって、
　第２のＵＥと通信することと、
　前記第２のＵＥとの前記通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェース
を使用することとを備え、
前記第２のＵＥと前記通信することが、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインター
フェースのダウンリンク用に構成されたダウンリンク信号を送信することを備える、方法
。
　　［２］
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　前記ダウンリンク信号を前記送信することが、セル固有の基準信号（ＣＲＳ）、同期チ
ャネル（ＳＣＨ）上の１次同期信号（ＰＳＳ）、ＳＣＨ上の２次同期信号（ＳＳＳ）、物
理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上のシステム情報、物理ダウンリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）上のダウンリンクデータ、物理制御フォーマットインジケータチャネ
ル（ＰＣＦＩＣＨ）上の制御情報、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上の制
御情報、または物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）上の制御情報のうちの
少なくとも１つを送信することを備える、［１］に記載の方法。
　　［３］
　前記第２のＵＥと前記通信することが、前記第２のＵＥからの受信アップリンク信号を
処理することをさらに備え、前記アップリンク信号が前記ワイヤレスエリアネットワーク
エアインターフェースのアップリンク用に構成された、［１］に記載の方法。
　　［４］
　前記第２のＵＥと前記通信することが、
　前記ワイヤレスエリアネットワークエアインターフェースの前記アップリンク用に構成
されたアップリンク信号を送信することと、
　前記第２のＵＥからの受信ダウンリンク信号を処理することと
をさらに備え、前記ダウンリンク信号が前記ワイヤレスエリアネットワークエアインター
フェースの前記ダウンリンク用に構成された、［３］に記載の方法。
　　［５］
　前記第２のＵＥとワイヤレスノードとの間で情報を中継するために前記ワイヤレスノー
ドと通信することをさらに備える、［４］に記載の方法。
　　［６］
　前記ダウンリンク信号を送信し、前記アップリンク信号を受信することによって前記第
２のＵＥと通信するか、前記アップリンク信号を送信し、前記ダウンリンク信号を受信す
ることによって前記第２のＵＥと通信するかを決定することをさらに備える、［４］に記
載の方法。
　　［７］
　前記決定することは、前記第２のＵＥとの通信が別のＵＥへの干渉を引き起こすかどう
かに基づく、［６］に記載の方法。
　　［８］
　前記決定することは、前記第１のＵＥまたは前記第２のＵＥのどちらが前記通信を開始
したかに基づく、［６］に記載の方法。
　　［９］
　前記通信のための時間または周波数割振りのうちの少なくとも１つを受信することを備
える干渉管理技法を使用することをさらに備える、［１］に記載の方法。
　　［１０］
　前記割振りが基地局によって実行される、［９］に記載の方法。
　　［１１］
　前記割振りが事前に予約される、［９］に記載の方法。
　　［１２］
　発見情報を送信することをさらに備える、［１］に記載の方法。
　　［１３］
　他のＵＥから発見情報を受信することをさらに備える、［１２］に記載の方法。
　　［１４］
　バッテリー電力を温存するために、前記送信することがまれに実行される、［１２］に
記載の方法。
　　［１５］
　基地局から他のＵＥの発見情報を受信することをさらに備える、［１］に記載の方法。
　　［１６］
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のための方法であって、
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　第２のＵＥと通信することと、
　前記第２のＵＥとの前記通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェース
を使用することとを備え、
　前記第２のＵＥと前記通信することが、前記ワイヤレスエリアネットワークエアインタ
ーフェースのアップリンク用に構成された受信アップリンク信号を処理することを備える
、方法。
　　［１７］
　受信アップリンク信号を前記処理することが、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡ
ＣＨ）上の情報、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上の制御情報、および物
理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上のアップリンクデータを処理することを備
える、［１６］に記載の方法。
　　［１８］
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のための装置であって、
　第２のＵＥと通信するための手段と、
　前記第２のＵＥとの前記通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェース
を使用するための手段とを備え、
　前記第２のＵＥと前記通信するための手段が、前記ワイヤレスエリアネットワークエア
インターフェースのダウンリンク用に構成されたダウンリンク信号を送信する、装置。
　　［１９］
　前記ダウンリンク信号が、セル固有の基準信号（ＣＲＳ）、同期チャネル（ＳＣＨ）上
の１次同期信号（ＰＳＳ）、ＳＣＨ上の２次同期信号（ＳＳＳ）、物理ブロードキャスト
チャネル（ＰＢＣＨ）上のシステム情報、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
上のダウンリンクデータ、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）
上の制御情報、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上の制御情報、または物理
ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）上の制御情報のうちの少なくとも１つを備
える、［１８］に記載の装置。
　　［２０］
　前記第２のＵＥと前記通信するための手段が、前記第２のＵＥからの受信アップリンク
信号を処理し、前記アップリンク信号が前記ワイヤレスエリアネットワークエアインター
フェースのアップリンク用に構成された、［１８］に記載の装置。
　　［２１］
　前記第２のＵＥと通信するための前記手段が、前記ワイヤレスエリアネットワークエア
インターフェースの前記アップリンク用に構成されたアップリンク信号を送信し、前記第
２のＵＥから受信されたダウンリンク信号を処理し、前記ダウンリンク信号が前記ワイヤ
レスエリアネットワークエアインターフェースの前記ダウンリンク用に構成された、［２
０］に記載の装置。
　　［２２］
　前記第２のＵＥとワイヤレスノードとの間で情報を中継するために前記ワイヤレスノー
ドと通信するための手段をさらに備える、［２１］に記載の装置。
　　［２３］
　前記ダウンリンク信号を送信し、前記アップリンク信号を受信することによって前記第
２のＵＥと通信するか、前記アップリンク信号を送信し、前記ダウンリンク信号を受信す
ることによって前記第２のＵＥと通信するかを決定するための手段をさらに備える、［２
１］に記載の装置。
　　［２４］
　前記決定するための手段は、前記第２のＵＥとの通信が別のＵＥへの干渉を引き起こす
かどうかに基づいて決定する、［２３］に記載の装置。
　　［２５］
　前記決定するための手段は、前記第１のＵＥまたは前記第２のＵＥのどちらが前記通信
を開始したかに基づいて決定する、［２３］に記載の装置。
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　　［２６］
　干渉管理技法を使用するための手段をさらに備え、前記干渉管理技法が、前記通信のた
めの時間または周波数割振りのうちの少なくとも１つを受信するための手段を備える、［
２５］に記載の装置。
　　［２７］
　前記割振りが基地局によって実行される、［２６］に記載の装置。
　　［２８］
　前記割振りが事前に予約される、［２６］に記載の装置。
　　［２９］
　発見情報を送信するための手段をさらに備える、［１８］に記載の装置。
　　［３０］
　他のＵＥから発見情報を受信するための手段をさらに備える、［２９］に記載の装置。
　　［３１］
　バッテリー電力を温存するために、発見情報を送信するための前記手段がまれに送信す
る、［２９］に記載の装置。
　　［３２］
　基地局から他のＵＥの発見情報を受信するための手段をさらに備える、［１８］に記載
の装置。
　　［３３］
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のための装置であって、
　第２のＵＥと通信するための手段と、
　前記第２のＵＥとの前記通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェース
を使用するための手段とを備え、
　前記第２のＵＥと通信するための前記手段が、前記ワイヤレスエリアネットワークエア
インターフェースのアップリンク用に構成された受信アップリンク信号を処理する、装置
。
　　［３４］
　前記受信アップリンク信号が、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）上で受信
された情報、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上の制御情報、および物理ア
ップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上のアップリンクデータ含む、［３３］に記載の
装置。
　　［３５］
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラム製品であって、
　　第２のＵＥと通信するためのコードと、
　　前記第２のＵＥとの前記通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェー
スを使用するためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体を備え、
　前記第２のＵＥと通信するための前記コードが、前記ワイヤレスエリアネットワークエ
アインターフェースのダウンリンク用に構成されたダウンリンク信号を送信するためのコ
ードを備える、コンピュータプログラム製品。
　　［３６］
　前記ダウンリンク信号を前記送信するためのコードが、セル固有の基準信号（ＣＲＳ）
、同期チャネル（ＳＣＨ）上の１次同期信号（ＰＳＳ）、ＳＣＨ上の２次同期信号（ＳＳ
Ｓ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上のシステム情報、物理ダウンリンク
共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上のダウンリンクデータ、物理制御フォーマットインジケー
タチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）上の制御情報、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）上の制御情報、または物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）上の制御情報
のうちの少なくとも１つを送信するためのコードを備える、［３５］に記載のコンピュー
タプログラム製品。
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　　［３７］
　前記第２のＵＥと前記通信するためのコードが、前記第２のＵＥからの受信アップリン
ク信号を処理するためのコードをさらに備え、前記アップリンク信号が前記ワイヤレスエ
リアネットワークエアインターフェースのアップリンク用に構成された、［３５］に記載
のコンピュータプログラム製品。
　　［３８］
　前記コンピュータ可読媒体が、干渉管理技法を使用するためのコードをさらに備え、干
渉管理技法が、前記通信のための時間または周波数割振りのうちの少なくとも１つを受信
することを備える、［３５］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［３９］
　前記コンピュータ可読媒体が、発見情報を送信するためのコードをさらに備える、［３
５］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［４０］
　前記コンピュータ可読媒体が、基地局から他のＵＥの発見情報を受信するためのコード
をさらに備える、［３５］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［４１］
　第１のユーザ機器（ＵＥ）によるピアツーピアワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラム製品であって、
　　第２のＵＥと通信するためのコードと、
　　前記第２のＵＥとの前記通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェー
スを使用するためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体を備え、
　前記第２のＵＥと通信するための前記コードが、前記ワイヤレスエリアネットワークエ
アインターフェースのアップリンク用に構成された、受信アップリンク信号を処理するた
めのコードを備える、コンピュータプログラム製品。
　　［４２］
　受信アップリンク信号を処理するための前記コードが、物理ランダムアクセスチャネル
（ＰＲＡＣＨ）上の情報、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上の制御情報、
および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上のアップリンクデータを処理する
ためのコードを備える、［４１］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［４３］
　ピアツーピアワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が第１のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）であり、
　　第２のＵＥと通信し、
　　前記第２のＵＥとの前記通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェー
スを使用する
　ように構成された処理システムを備え、
　前記第２のＵＥと通信するために、前記処理システムが、前記ワイヤレスエリアネット
ワークエアインターフェースのダウンリンク用に構成されたダウンリンク信号を送信する
ように構成された、装置。
　　［４４］
　前記ダウンリンク信号を前記送信するために、前記処理システムが、セル固有の基準信
号（ＣＲＳ）、同期チャネル（ＳＣＨ）上の１次同期信号（ＰＳＳ）、ＳＣＨ上の２次同
期信号（ＳＳＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上のシステム情報、物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上のダウンリンクデータ、物理制御フォーマッ
トインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）上の制御情報、物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）上の制御情報、または物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）
上の制御情報のうちの少なくとも１つを送信するように構成された、［４３］に記載の装
置。
　　［４５］
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　前記第２のＵＥと前記通信するために、前記処理システムが、前記第２のＵＥからの受
信アップリンク信号を処理するよう構成され、前記アップリンク信号が前記ワイヤレスエ
リアネットワークエアインターフェースのアップリンク用に構成された、［４３］に記載
の装置。
　　［４６］
　前記処理システムが、干渉管理技法を使用するようにさらに構成され、前記干渉管理技
法が、前記通信のための時間または周波数割振りのうちの少なくとも１つを受信すること
を備える、［４３］に記載の装置。
　　［４７］
　前記処理システムが、発見情報を送信するようにさらに構成された、［４３］に記載の
装置。
　　［４８］
　前記処理システムが、基地局から他のＵＥの発見情報を受信するようにさらに構成され
た、［４３］に記載の装置。
　　［４９］
　ピアツーピアワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が第１のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）であり、
　　第２のＵＥと通信し、
　　前記第２のＵＥとの前記通信中にワイヤレスエリアネットワークエアインターフェー
スを使用する
　ように構成された処理システムを備え、
　前記第２のＵＥと通信するために、前記処理システムが、前記ワイヤレスエリアネット
ワークエアインターフェースのアップリンク用に構成された受信アップリンク信号を処理
するように構成された、装置。
　　［５０］
　前記受信アップリンク信号を処理するために、前記処理システムが、物理ランダムアク
セスチャネル（ＰＲＡＣＨ）上の情報、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上
の制御情報、および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上のアップリンクデー
タを処理するように構成された、［４９］に記載の装置。
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